
第２回 西原村公立保育所のあり方検討委員会 

次第 

 

日時 令和８年１０月１日（木）14:00～ 

会場 西原村役場  

 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付（にしはら保育園保護者代表、副村長、住民福祉課長） 

 

３．議事 

（１）第１回の概要説明 

（２）宇城市視察結果 

（３）にしはら保育園の今後の修繕費予想 

 （４）にしはら保育園調理業務の民間委託について 

 （５）中間答申案について 

 

４．閉会（次回の開催予定日等案内） 



正規 会計年度 派遣 計 正規 非正規

にしはら保育園 7 20 3 30 23% 77%

施設名
保育士 割合

④国 ⑤県 ⑥村

③の1/2 ③の1/4 ①-④-⑤

村立保育所 99,017,590 1,894 - - - - 99,017,590 52,280

私立保育施設 134,734,000 926 131,745,000 65,872,500 32,936,250 35,925,250 35,925,250 38,796

児童1人
あたり費用

①運営費
③国支給
対象額

村負担
②延べ利用
児童数

第１回 西原村公立保育所のあり方検討委員会概要 

日時 令和８年２月１９日（木）14:00～ 

 

現状と課題 

 

〇定員管理計画により正規職員の保育士を増やすことが難しく、非正規職員の

割合が７０％を超えており、正規職員の退職が進んだ場合、非正規職員や派遣

保育士に運営を依存する状況に陥ります。 

 正規職員の不足により、早朝（7:00 以降）や夕方（19:00 まで）の開所時間

帯に対応できるシフト人員が確保できず、待機児童発生の要因となっています。  

 

（保育士の正規、非正規割合） 

 

 

 

 

〇施設の老朽化、保育所運営費が村の財政の負担となっています 

（私立に比べ村の財政負担が大きい） 

 

（令和６年度の保育運営費） 

 

 

 

 

 （施設整備経費の負担割合） 

  公立→村が全額負担 

  私立→国（1/2）、村（1/4）、事業所（1/4）の３者で分配 

 

意見 

・障害がある子供の受け皿として公立は必要ではないか 

・民間にした場合、人口減少などで経営が立ちいかなくなった時どうするか 

・行政リクエストにこたえられる保育園（公立保育園）が必要ではないか 

・自由保育など、公立保育園へのニーズも一定数ある 

・公立保育園の保育士が民営化した場合に事務職として本庁勤務になることへ 

の負担感があるのではないか 

・保育士不足は全国的な問題であり、人材確保が極めて困難な状況 
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宇城市視察結果 
 

１ 県内で公立保育園がない市町村  

令和８年４月１日時点２３市町村（黄色部分） 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宇城市へのお尋ね内容 回答

1 民営化した理由
合併特例債の終了や、保育園運営費の一般財源化で歳入が減少した
こと、そして施設老朽化が主な理由

2 障がい児の受け入れは プロポーザル条件において、障がい児保育を行うことを明記した

3
保護者の負担金が多く
なるのでは

保育料は公立、私立でも同じ基準。
新たな負担などを保護者に求めないよう公募条件とした

4
保育士が急にかわると
子供が不安定になるの
では

移管前のおおむね９カ月を引継ぎ期間とし、移管先法人から勤務予
定の保育士を派遣してもらう対応をとった

5
働いていた保育士はど
うなるのか

事務職などへ異動。
3か月間の研修期間を設けた。
会計年度任用職員は移管先の法人に正規雇用での採用をお願いし
た。

6
土地や建物はどうなる
のか

（建物）
老朽化が進んでおり、評価額なしとして無償譲渡
（土地）
土地は有償貸付
契約期間は10年契約。更新後の価格は検討中

7 民間移管後の対応

民営化後、５年以内の福祉サービス第三者評価を受審することもプ
ロポーザルの条件に含めた。
市の職員が園の運営状況を把握し、移管条件が守られているか確認
し、必要な場合は指導を行った。また、年１回県の指導監査があ
り、施設、職員配置、会計経理等、運営全般について監査し、必要
な助言指導を県と連携して行っている。

8
保育士不足はどうなる
のか

いくつか保育園を運営している法人のため、人事異動などで対応が
できている

２ 公立保育園を持たない自治体のうち、令和５年 4月に最後の公
立保育園の移管を完了し、全園民営化をおこなった宇城市へ視察
を行いましたので共有させていただきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





















単位：千円

１.通常の施設・物件修繕費等

予算額

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

修繕費
※落雷関係を除く

1,485 658 485 824 1,879 1,066

工事請負費 607 505
R4:高圧ケーブル開閉器取替工事

R7:高圧ケーブル改修工事

合計 2,092 658 485 1,329 1,879 1,066

２.今後必要となる保全改修見積額

  (1)キュービクル取替工事 24,344

  (2)施設全体に係る塗装工事 41,191

  (3)プール全面塗装工事 1,485

計 67,020

にしはら保育園の今後の修繕費見込み

決算額 今後の見込み額

（過去の平均）
備考

①キュービクル受電設備(VCB式) 19,950 ①外壁 4,668

②解体搬出及び搬入据付 400 ②屋根 8,892

③70tクレーン経費 324 ③軒天 1,423

④搬入に伴う機材リース機器回送費 256 ④幕板・破風板 609

⑤産廃処分費他 781 ⑤雨樋 550

⑥現場管理費・諸経費 420 ⑥梁 1,199

消費税 2,213 ⑦支柱 1,210

合計 24,344 ⑧通路 床 テラス（木部） 2,308

⑨コーキング（木部壁窓回り 増し打ち） 966

⑩足場仮設 5,310

⑪共通仮設費・現場管理費・一般管理費 10,311

消費税 3,745

合計 41,191

(2)施設全体に係る塗装工事内訳(1)キュービクル取替工事内訳



建物概要： 木造 平屋建て

完成年月： 平成１５年２月

R5年時

保全計画
R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

直接仮設工事 5,910

外壁・木部塗装 6,440

金属屋根（洗浄） 490

柱脚回り補修 3,976

床張り劣化補修 1,190

床ゴムチップ部改修 1,710

鋼製建具補修 22,980

内部天井補修 231

諸経費 10,628

消費税 5,333

計 58,894

キュービクル 25,740 24,344

高圧ケーブル 550 505

高圧ケーブル気中開閉器 1,870

太陽光発電設備撤去 3,630 671

照明器具 17,380

非常灯・誘導灯 726 446

同上 蓄電池取替 275

構内交換設備 4,774

放送設備 880

自動火災報知設備 3,080 3,080

計 39,380

屋外排水管改修 2,200

ガス給湯器更新 2,112 253 326

消火ポンプの更新 2,497 2,497

空調エアコン更新 41,580

換気設備更新 3,894

排水管洗浄工事 726

計 55,121

プール修繕 1,485

153,395 671 0 758 772 28,558 10,346 5,149 6,666 9,051

にしはら保育園 保全計画

建

築

電

気

設

備

機

械

設

備

改修内容

6,666 9,051

合計

そ

の

他

4,214 4,769 5,149

変圧変流器

取外し

非常灯

LED化

全面塗装

A棟-1 A棟-2 B棟

C棟・

遊具庫

D棟・ポンプ・

器具庫

※補修含まず、洗浄・塗装及び足場費用等の見積額



 

 

 



令和 年 月 日 

西原村長 吉井誠 様 

西原村立保育所のあり方検討委員会 

委員長 田代 絹代 

 

西原村立保育所給食調理業務の民間委託について（中間答申） 

本委員会は、西原村公立保育所の今後のあり方について、令和８年１月の第１回委

員会以降審議を重ねているところである。この間、調理業務を担う６名の職員のうち

３名から、退職の希望があり、安定的な給食提供体制の維持が課題となった。 

ついては、本委員会は、保育所全体のあり方に関する結論を待たず、調理業務の取

扱いについて先行して審議を行い、下記のとおり中間的な意見を取りまとめたので、

答申する。 

記 

１ 審議の経緯 

村立保育所においては、調理業務を担う調理員が、退職を希望しており、後任の確

保が困難な状況にあることから、村より本委員会に対し、調理業務の取扱いについて

先行して意見を求めたいとの相談があった。 

本委員会は、令和８年１０月１日の第２回委員会において、調理業務の民間委託に

中間答申（案） 



ついて審議を行った。 

 

２ 本委員会の意見 

調理業務については、保育の内容そのもの（保育士配置や保育方針等）とは切り離

して検討することが可能な業務であり、また、調理員の退職という人事上の事情に速

やかに対応する必要があることから、保育所全体の民営化の可否に関する結論を待た

ず、先行して民間委託を行うことは妥当と考える。 

ただし、実施にあたっては、以下の点に十分留意されたい。 

 

３ 留意事項 

（１）給食の質の確保 

献立作成、アレルギー対応、衛生管理等について、現行水準を下回ることのな

いよう、委託先の選定及び委託後の履行確認の体制を整えること。 

（２）引き継ぎ体制 

調理員の退職時期を踏まえ、児童及び保護者に混乱が生じないよう、委託事業

者の選定及び業務移行に十分な準備期間を確保すること。 

（３）保護者への周知 

給食調理業務の委託が、保育所全体の民営化の結論を予断するものではないこ



とを明確にした上で、実施時期・内容について保護者に丁寧に説明すること。特

に、現在準備中の保護者アンケートの趣旨と混同されないようにすること。 

（４）保育料等への影響 

調理業務の委託が、保育料その他の保護者負担に影響を及ぼさないことを確認

し、必要に応じて説明資料に明記すること。 

 

４ 本答申の位置づけ 

本答申は、調理業務の取扱いについて先行して意見を取りまとめた中間的なもので

あり、村立保育所全体のあり方に関する本委員会の最終的な結論を予断するものでは

ない。 

本委員会は、引き続き、保育所全体のあり方について審議を継続し、別途、最終的

な答申を取りまとめるものとする。 



 

 

 

 

 

保護者の皆様におかれましては、日頃より本村の保育行政および保育園

の運営にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

本村では、これからの公立保育園が果たすべき役割や、より質の高い保

育サービスの提供に向けて、今後のあり方を検討しております。 

つきましては、村内の保育園を利用されている保護者の皆様のご意見を

広くお伺いしたく、アンケート調査を実施することといたしました。 

本アンケートは、スマートフォンから簡単にご回答いただける形式となっ

ております。お忙しいところ誠に恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
 

■対象者 

にしはら保育園、阿蘇こうのとり保育園を利用されている保護者の方 

■回答方法 

  QRコードを読み取って回答をお願いします 

■回答期限 

令和８年●月●日（●）１７：００ 

 ※回答はご家庭につき 1回答でお願いします 

 

 

保育園に関する保護者アンケートご協力のお願い 

【お問い合わせ先】西原村役場住民福祉課 福祉係 

電話番号：096-279-3113 



 

 

 

 

 

 

 

にしはら保育園、阿蘇こうのとり保育園の在園児の保護者を対象にしたアンケート案 

黒囲み部分の質問（Q１１～１３）は、にしはら保育園の保護者のみに聴取するアン

ケート項目です 



 

     



 




